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「児童英語」における Storytelling の実践 
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１．はじめに 
Storytelling に初めて出合ったのは，おおよそ 30 年前になる。アメリカの Washington 州 Tacoma
市にある Pacific Lutheran University 大学院に在学中，Storytelling の講座を履修したことがきっか
けであった。履修者のほとんどは，現役の幼稚園，小・中学校の教師 20 人ほどであった。講師は，
Professional Storyteller の Cathryn Wellner 先生。 アメリカ人女性で，当時 Vancouver 在住。彼女






Storytelling は英語の Presentation 能力養成に非常に有効という確信の３つである。それ以来，今日






学生は Storytelling をした後，相互評価をした。全員の Presentation 後，アンケート調査を実施し
た。授業実践の観察，評価票，アンケート調査から得られた evidence に基づいて考察をした結果，児
童英語教師の Presentation 能力を養成するために有効な方策を提案するに至った。本稿は本年度前期



































た，“Toastmasters International Club” においては，Storytelling は Advanced Communication と
して導入されている。Toastmasters の指導書には，“Most important, it allows you to have fun as you 
learn the art of storytelling.”(6) とある。 














University Catalog の Course Description には，次のように書かれている。“Exploration of the art of 
storytelling, from finding the right story to using storytelling to enliven classroom instruction. 
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 Imagination-stretching exercises for use both by teachers and students. ” (7) これを基にして短英新
２年生の「児童英語」における Storytelling 指導概要を次のようなものとした。 
１．適切な話を如何に選択するか。  
２．選んだ話を自分なりにどのようにアレンジするか。 







 「児童英語」は平成 30 年度前期「英語国際教養」の選択科目であり，短英新２Ｂの履修者は 31 名，
週一回，授業時間数 15 回であった。以下に各授業の指導内容を述べる。 
 「児童英語」の科目目的は「子どもに英語を教えるための教授法を学ぶ。」ことである。そこで，初
回から３回目までは，児童英語教育の理論を研究社の『新編小学校英語教育法入門』を使って学び，




Storytelling Presentation の準備活動をし，６回目には発表順を抽選で決めた。９～14 回目まで毎




学生の選んだ 31 のストーリー 
 The Three Little Pigs を選んだ学生が４人。The Hare and the Tortoise，The Honest  
Woodcutter，「ねないこだれだ」，「ぐりとぐら」，「おむすびころりん」を選んだ学生は各々２人ずつ。 











３．４ Presentation の前に学生に与えた指示 
















実は，筆者も同じような疑問をもったことがあった。 大学院時代，映画で見るWalt Disneyの Snow 
White と Storyteller が語る Snow White との違いは何か，という筆者の質問に対して，Storytelling
講座の Cathryn Wellner (1989) が，次のような回答をノートに書いてくれた。“They are two very 
different experiences. Disney’s films can never give students the kind of personal connection to 
the story that your telling of it can.” つまり，Storyteller が語る Snow White には，語り手の個性，
人間性，価値観，感性などの自己表現が顕われ new version の Snow White が生まれる。The Three 
Little Pigs を選んだ２人の学生が，たまたま連続して発表することになったとしても，それらは各々
different version であるから心配しなくてもいいのだ。Bob Barton も次のように述べている。
“Storytelling is a dynamic form of communication. It is highly personal and its value is greater 






































１）Storytelling の Presentation を実体験して面白いと感じましたか？ 
Yes の回答は 31 名中 31 名。No の回答は無かった。全員が「Storytelling Presentation を実体験
して面白いと感じた」ことになる。一番多かった理由は①「どのようにしたら子どもに伝わりやすく
なるか，喜んでくれるか工夫するのが楽しかった。」というものであり，紙芝居や紙人形を作ったり，




Storytelling を実体験して面白いと感じましたか？Yes, No のどちらかに○を付けて，その理由を書いてくだ
さい。Yes /  No  その理由 




４ 他の学生の Storytelling Presentation を見聞きして感じたことを書いてください。 
５ 
将来，子どもたちに英語で Storytelling をしてあげることになったとして，自分の Storytelling を聴いて子
ども達は喜んでくれるでしょうか？Yes, No のどちらかに○を付けて，その理由を書いてください。  
Yes /  No  その理由 
６ 
たくさんの Story を聴きました。その中で一番印象に残っている Story とその理由を書いてください。 
Story Title (             )  その理由   
７ 他の学生から自分へのコメントを読んで感じたことを書いてください。 
８ 
また，Storytelling Presentation の機会があれば，やってみたいですか？Yes, No のどちらかに○を付けて，
























５）あなたの Storytelling を聴いて子ども達は喜んでくれるでしょうか？ 











 なお，Yes が（58%）で，No が（42%）であるが，これは，学習者自身が Positive か Negative
かによる違いであり，成功体験を重ねることにより自信が持てるようになり改善できると感じる。 
６）一番印象に残っている Story とその理由 
①The Three Little Pigs を選んだ学生は４人いたが，それぞれ違って個性的であったから。②「浦
島太郎」は，手作りの教材で温かさ，親しみを感じたので。③Cinderella は，登場人物によって声の










８）Storytelling Presentation の機会がまたあれば，再度やってみたいですか？ 









































問題点② Interaction 不足とその解決策 














問題点③ PowerPoint のコピ・ぺ対策 
 ３点目は PowerPoint の使用が必ずしも Storytelling には適当ではないことである。Presentation













の Communal Communication も取りづらくなるのは問題である。これらの考察から PowerPoint の
コピ・ぺの使用制限は解決策の一つである。 






 以上，アンケート調査から得た evidence を基に議論し考察を通して得た問題解決策を示した。いく
ら英文がよくても，適切な Presentation 能力が養われていなければ，せっかくの Storytelling も聞き
手の心に届かない。今後の実践では，まず，この３つの大きな問題点の克服に挑戦する。なお，図１


















Storytelling は易しくはないが，遣り甲斐のある Presentation 能力養成法であり，英語による自己
表現の向上を願う言語学習者にとって有効な学習法のひとつである。この実践報告は，短英新２年生
が，Storytelling を Presentation 能力養成の一手段として捉え，その実践に初めて挑戦した記録であ
る。無事 Presentation を終えて，学生全員が「Storytelling をやって楽しかった。」と答えた。
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Appendix１ 語り手・Storyteller のための自己チェックポイント 15 
少なくとも１０回はリハーサルすること ○×△ 8 ことばの選択は？  
1 滑らかに気持ちを込めて語れますか？  9 話の構成は？  
2 うまく伝えられますか？  10 間の取り方は？  
3 絵や紙芝居などありますか？  11 身体全体で伝えていますか？  
4 声の大きさ，高さ低さは？  12 表情は？  
5 話の面白さは？  13 聴衆とのアイ・コンタクトは？  
6 話すときのスピードは？  14 聴衆を引き付けていますか？  















Appendix３ STORYTELLING「児童英語」評価票             2018 年  月  日(  ) 
      話し手・Storyteller の名前 聞き手・評価者の名前 
  
Ａ とても良い  Ｂ よい（普通） Ｃ もっと練習・工夫・改善すること  Ｄ やり直し 
好感がもてますか？（姿勢・服装・表情） Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
初めの挨拶はできましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
導入は子どもの興味・関心を引くものでしたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
声の大きさ，元気さは？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
英語の発音・イントネーション・リズムは？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
語りはスムーズでしたか？  Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
聴衆とのアイ・コンタクトはできましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
Story の展開は分かり易かったですか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
時間配分は？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
PowerPoint の作成と示し方は良かったですか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
絵や視聴覚教材（人形，紙芝居など）の使用は？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
子どもに分かり易い話し方はできましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
創造性や独自の工夫がありましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
面白かっただけではなく，心に残りましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
話し手の熱意を感じましたか？ Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
全体のまとまりは？（総合評価） Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
１ 話の構成は？  
２ 英文で言いたいことを表現できましたか？  
３ 英文は分かり易いですか？  
４ 言葉の選択はいいですか？  
５ 自己表現ができましたか？  
６ 英文のチェックを誰かにしてもらいましたか？  
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 コメント 







































４．盛り上げるのに声や表情や目で反応しましたか？   
５．Storytellingが終了したとき，話し手に拍手しましたか？  
６．話し手のいいところを自分のStorytellingに取り入れますか？  
話し手の伝えたかったことは何だったと思いますか？ 
 
話し手から何を学びましたか？ 
 
あなたは，次のどれですか？ 
A. 聞き手として話し手を熱心に応援している。 
B. 良い聞き手である。 
C. もっと聞き手として協力できるはず。 
D. 関心なし。あまり聞いてなかった。 
 
より良い聞き手になるための工夫や心掛けたいことは何だと思いますか？ 
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